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押しつけのパラトツクス (3

親の望みと正 に
中■薬口 (凛凛糟麟士 ・シニア■彙カウンセラー)

押しつけのパラドックス (3)

編の望,と 正菱力の子

"わ

″

親が我が子に、「明るく素直で活発な子」を

望んでいたとしよう。その反対は、「暗くひねく

れてぼ一っとした子」だ.すると、「明るく素直

で活発な子」にしたいがために、親のセンサー

は「暗くひねくれてぽ一つとした」言動に敏感に

反応し、そこを無意識のうちにチェックするよう

になる。子供をあるがままに受け止めることが

出来れば気にならないことがどうしても気にな

り、その言動を注意するようになる。注意する部

分は、「暗くひねくれてぼ一っとした」言動だ.

「暗くひねくれてば一つとした」部分に注意を

受ける、と言うことはどういうことだろうか。

「暗くひねくれて1ま一っとした」部分に注意を向

けさせられる=意 識させられる、と言うことで

ある.前頭葉が日常的に刺激を受け続ける、と

言うことである.すると、注意を受け続ける子供

の方は、「暗くひねくれてば一つとした」部分を

過剰に意識するようになる。そして自分は「暗く

ひねくれてぽ一つとした」子なんだと思うよう

になる.親 が望んでいる方向と、全く逆の方向

に子供が育つてしまう。このカラクリが、実はと

てもシンプルであることがおわかりだと思う.

さほど注意をすることでもないことに、注意

する。注意とは、その言葉印 、「意識を注ぐ」と

言うことだ。相手のエネルギーが自分のその部

分に注がれ、倉入してくるわけだ.弁入された

方は、嫌でもその部分を意識せざるを得ない。

言われなければ素通りしていたことを、日常的

に気にするようになる。それは、「常に意識せ

よ」というメッセージが、親から来ているからで

ある。「意識する」ということは、アンテナが立

つということだ。意識したことに含致する事実

をアンテナは拾い始める.やがて、過剰に注意を

受け続ける中で、「自分は暗くひねくれてぽ一っ

とした子なんだ」と思うようになる。いつしか、そ

れを説明する「言葉Jに出違う。たとえば、「うとの

大本」という言葉だ。まるで、それが自分のことを

象徴しているように思える.こうして、言葉を得た

とき、自分に対する「レッテル貼り」が完成する.

生まれたときの子供は、どのようにも冑つ可能

性を秘めている。しかし、親との関係の中で「自分

とこの世の関係」が形成され、「自己概念(自分に

対する自分の持つイメージ〉」が形成され、さらに

親の言動がその自己概念を強化していく。でも、

実は、その子は「暗く0ね くれてぼ一つとした」子

なんかではないのだ。というか、そもそも生まれ

つきでそういう子などいないのだ.

押しつけのパラドツクス (4)

総 力を自りの′薔移 占オブどう

結局、「明るく素直で活発な子」を望んでいた親

が日常的に子供にかする言葉は、「暗く0ね くれて

ぼ一っとした子」とぃう言葉だ。驚<べ きパラドック

ス.親は自分の望みとは逆の言葉を子供に言い聞

かせ続けるのである.子供はどうなるだろうか。

■ 1:=す ●すば―つとす0

自分が「暗くひねくれてば一つとした子」と思いこむ輌」

り込み(インプリンテイング)効果)
‐ 現実r」t嫌なので、空想の世界に逃げ込0(空想霊:外

からはますますぼ一っとしているように見える)

■2:人 付=含 いか雷手になる

親はますます小言を言い、現実は自分を救つてはくれず、

どうでもよくなつていくため、たとえば人の名前や顔を覚

えるのが吉手になる(現実に疎くなる)

一
 人間関係が面優1、苦手、人付き合いが嫌になる さら

に自分の世界に閉じこもる(自閉的になる)

■ 3:自 口かない

朝から晩まで、ことある毎に親から注意を受ける(お前は

ダメだというメッセージを受け続ける)
→ 何をするにも、自信を持って出来なくなる.目分に日

信がない。ハッキリと自分の意見を言えなしヽ 意志を貫く

ことが出来ない 自分の思いを通すことが出来なしヽ 優

柔不断.付和雷曰。3つ込み思案になる

■4:自 ら待鵬で審ない

やることなすこと注意を受けると言うこと|ま「自分の半」

断で行動するな(すれば罰する)Jという「奈上令」を受け

ることになる.
→ やるまえから、注意されることを言えて出来なくな

る 失敗を忍れる。心理学的には、禁上令を受けるのて当

然自主的な行動というのは出来なくなる

■5:イ ライラする

朝から晩までことある毎に親から見下げられている(ディ

スカウント)
→ あるがままの自分を記めてもらえない不満が心の

コップに鬱積し、心の余裕が無くなリイライラしてくる

■6:餞 リロが多くなる

イライラを吐き出すためと、自分を認める人間がほしいた

め、型り言を言うようになる(多くはトイレで)

→ それが人を通ざけ、あるいはそれを指摘されてま
すます人が吉手になる。

■7:キ レやすくなる

親から日常的に「ダメだJというメッセージを受け、ディ
スカウントを受け、自分がズタズタに傷ついているた
め、これ以上、ぼんの少しても、自分が傷つきたくない
と思う
→ 心のコップが既に一杯一杯の状態だから、外から
入つてくる余裕など無しヽ まして、それが指摘や忠告、
アドンヽイスであつても、自分の弱点をつつくものであれ
ば、カッと「逆ギレJする.外からは肺層持ちJ、「ビステ
リー」と見られる

■8:日 ることが出来ない

自分を保つことの出来る「最低ラインJで、日々生きて
いるそのため、自分がこれ以上傷つくことを、極端に

恐れるようになるこれ以上傷つくとどうなつてしまう

か分からないからだ。

一
 人からは高慣に見えるが、実は、傷つくのが怖くて

謝ることが出来ない

■9:フ ライドが■い

プライドが高く見えるのも、傷つくのが怖いのと自分
で自分を支えるしか自分を守る術がないからだ.プラ
イドを手放したときに自分が崩壊しそうな危機を感じて
いるからである f人から認められたい」という自己認
知飢餓を持つているので、「仲間はずれJに傷つく一方
で、自分を守るため、ますます非社交的になつていく

そう、親が「暗く0ね くれてぽ一っとした子」

という言葉を子供に言い間かせ続ければ、「子

供は親の言うとおりに育つ」のである.し かし、

子供よ、自分に絶望しなくていい。ここに見たよ

うに、自分の9つの「9るしい」性格は、自分本来

の性格ではないことにお気づきだろう。

それはあなた自身ではない。このような環境下

にあれば誰しもがそうなる当然の心理メカニズ

ムなのだ.作用に対する反作用なのである.

つまりは、この環境条件が変わり親からの作

用が無くなれば、反作用としてのこれらの“性

格"は不用となるものなのだ。だから、これらの

疑似性格が巻き起こしたことについて自分をこ

とさらに資める必要はどこにもない.卑下する

必要もない。

だから、自分に貼つてしまったレッテルをヨ1っ

べがしてしまおう 1そして、本当の自分を探し

に行こう 11本 当の自分は、あなたに発見され

るのを心から待つている♪
(中尾英司)

※本稿「押し付けのパラトックス〈逆説)Jは、全6頂あります.

中尾先生のプログても公開されていますので、全てご覧に
なられたい方は、「あなたの子どもを加害者にしないため
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